
 

令和２年度 事業報告 

公益目的事業 

公１ 「木材の JAS 制度運営事業」 

JAS 認定 B タイプ７工場について、規定に定める製材品の格付指導検査や施設・業

務規定の変更等の有無に関する調査（監査）を実施した。 

 

 

製材品検査（認証工場） ６工場 年３回 

 １工場 年６回 

工 場 調 査（監  査） ７工場 年１回 

 

JAS 認証工場 

 認定工場番号 認定品目・区分 名  称 

1 
JLIRA-B・32・11 

JLIRA-B・32・12 

人工乾燥処理構造用製材、人工乾燥処理

造作用製材、人工乾燥処理下地用製材 
鳳至木材 株式会社 

2 
JLIRA-B・32・03 

JLIRA-B・32・13 
構造用製材、造作用製材、下地用製材 株式会社 角永商店 

3 JLIRA-B・32・05 構造用製材、造作用製材、下地用製材 かが森林組合 那谷工場 

4 JLIRA-B・32・06 構造用製材、造作用製材、下地用製材 木田源製材 株式会社 

5 JLIRA-B・32・07 下地用保存処理製材 ニューハウス工業 ㈱石川工場 

6 JLIRA-B・32・09 構造用製材、造作用製材、下地用製材 株式会社 シモアラ 

7 JLIRA-B・32・14 人工乾燥処理構造用製材 南加賀木材協同組合 

 

 



公２ 「木材証明事業」 

① 合法木材供給事業者認定 

平成 18 年 4 月グリーン購入法の改正により、政府等が調達する木材及び木材製

品について、合法性が証明されたものとする措置を導入したことに対処するため

合法性、持続可能性に係る当協会実施要領によって、合法木材供給者認定を推

進した。 
 

 

 

 

 

② 木質バイオマス証明に係る事業者認定 

平成 24 年 7 月に「再生可能エネルギーの固定価格買取制度」が創設されて以降、

平成 27 年 1 月に「発電利用に供する木質バイオマス証明に関するガイドライン」

を制定し、事業者認定の推進を図っている。 
 

 

 

 

 

公３ 「木材業者登録事業」 

木材業の信頼を高め、木材産業の社会的経済的地位向上を図るため、木材業者

登録制度の維持管理並びに加入促進に努めたが、高齢化、後継者不足等の原因

で微減した。 
 

 

公４ 「調査・資料収集事業」 

木材の生産及び需要、価格の動向を把握し、木材行政の基礎資料作成に資する

とともに、各会員企業の生産活動に寄与するため、次の諸調査を実施した。 
 

素材の供給動向調査 

 

24 件 

製品価格の動向調査 168 件 

JAS 認定工場の格付量 84 件 
 

令和元年度末 令和２年度末 内訳 

129 社 123 社 廃業・退会 6 社 

令和元年度末 令和２年度末 内訳 

20 社 20 社 取消 1 社、新規 1 社 

 令和元年度末 令和２年度末 増 減 

木材業者登録数 215 社 20８社 △７社 



 

 

公５ 「木材・木製品に関する研究・開発事業」 

（１）各林野庁事業の申請窓口業務 

林野庁補助事業として、JAS 構造材を活用する実証的な取組みに対し、木材調達 

費の一部を助成する「ＪＡＳ構造材利用拡大事業」、公共建築物等の構造材・内装

材及び外構材への木材製品の利用促進を緊急的に支援することにより、新型コロ

ナウイルスの感染拡大のため、滞留した原木在庫の解消を目的とする「過剰木材在

庫利用緊急対策事業」、滞留する原木を一時保管する際の「掛かり増し費用」を支

援する「輸出原木保管等緊急支援事業」、一定の耐久性処理を行った木材を使用し

た塀、デッキ等の実証について支援する「外構部の木質化支援事業」の各申請の地

域木材団体窓口となり、申請業務を行った他、現地調査を行った。 

 

事業名 申請件数 交付申請件数 現地調査 

ＪＡＳ構造材利用拡大事業 9 件 ８件 1 件 

過剰木材在庫利用緊急対策事業 

構造材 

内装材 

外構材 

 

4 件 

7 件 

2 件 

 

4 件 

6 件 

1 件 

 

1 件 

1 件 

輸出原木保管等緊急支援事業 1 件 1 件  

外構部の木質化支援事業 0 件 0 件  
 

（２）合法伐採木材流通促進法(クリーンウッド法)の普及促進 

平成 28 年 5 月 20 日に成立し、平成 29 年 5 月に施行された「合法伐採木材流

通利用促進法（クリーンウッド法）」の新たな取り組みについて、県内の木材関連事

業者に対するセミナーを開催し、制度の普及に努めた。 

 また、クリーンウッド法に基づき合法性が確認された木材(合法伐採木材)の利用

を促進し、登録についての理解を深め促進するための検討を行う「石川県クリー

ンウッド法普及促進地域協議会」を設立し、運営委員会を開催した。 
 

① クリーンウッド利用セミナー 

 

と き： 令和 2 年 11 月 26 日(木) 

場 所： ＫＫＲホテル金沢 鳳凰の間 

参加者： 100 名 

 

 

 

 

 



② 石川県クリーンウッド法普及促進 

地域協議会の開催 

 

と き： 令和 2 年 11 月 26 日（木） 

場  所： ＫＫＲホテル金沢 孔雀の間 

出席者: 15 名 

 

 

 

 

 

（２）木材利用拡大への普及事業 

ア.各林野庁補助事業の概要のリーフレットを作成し会員や施行業者に配布し、 

効果的な木材利用の情報提供、普及啓発に取り組んだ。 
 

「ＪＡＳ構造材利用拡大事業」                 「林野庁補助事業」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

イ． 月刊誌や冊子に広告を掲載し、林野庁補助事業の周知・普及啓発を実施した。 

 

① 月刊誌「アクタス」９月号 

 

木材利用に関する情報と、過剰木材在庫 

利用緊急対策事業の内容を掲載し、周知 

を行った。 

 

 

 

 

 

 

 



② 「はっぴーまま」 2020.11-12 号 

 

県内の幼稚園・こども園で配布・設置の 

無料情報誌「はっぴーママ」に、木材利用 

に関する知識と、情報を提供した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 「木質化を支援しています」 

 

県内の幼稚園・こども園に対し、外構部 

の木質化支援事業のチラシを発送し、 

普及活動を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 合法木材ＰＲポスターの配布 

合法木材の普及と合法木材認定事業者の拡大を目的にＰＲポスターを配布した。 

    「 家に、庭に、町に 森が息づいている。 」    1 回 

 

ウ．新型コロナウイルス感染症の拡大により各イベントが中止、延期になる中、感染防 

止対策を実施し、石川の農林漁業まつり(10 月)、ジャパンホームショー(11 月)など 

の展示会に出展し、合法伐採木材、ＪＡＳ材を含め県産材の利用拡大のための普及 

活動に努めた。 
 

 

① 石川の農林漁業まつり 
 

と き： 令和２年１０月１７日(土) 

～１８日(日) 

場 所： 石川県産業展示館４号館 

来場者： ２日間 １０，０００人 

 

 

 



 

② ジャパンホームショー2020 

～ふるさと建材・家具見本市～ 
 

と き： 令和２年１1 月１３日(水) 

～１５日(金) 

場 所： 東京ビッグサイト 南１ホール 

来場者： １1 日 2,547 人 

１２日 3,207 人 

１３日 2,975 人 

 

 

エ．木材利用の理解と普及のため、ＰＲ番組を作成・放送し、県内の一般消費者・建築関

係者へ働きかけを行った。また、二次利用としてホームページに掲載中。 

                                           掲載リンク→ 

 

 

① 木のある暮らし 2020 

「木の文化都市と JAS 構造材」 

 

放送日 令和 2 年９月１９日（土） 

1８：１５～1８：30 

 

放送局  石川テレビ 

 

 

協力/石川県土木部/ 

  金沢市都市整備局/ 

金沢工業大学 後藤正美教授/ 

かが森林組合那谷工場/ 

南加賀木材協同組合/ 

石川県農林総合研究センター/ 

奥卯辰山のびのび交流館とんぼテラス/ 

 

② 木のある暮らし 2020 

「JAS 構造材で広がる木造の暮らし」 

 

放送日 令和２年９月２６日（土） 

1８：１５～1８：30 

 

放送局  石川テレビ 

 

 

協力/かが森林組合那谷工場/  

南加賀木材協同組合/  

石川県農林総合研究センター/ 

ハレノチクモリ ㈱シモアラ/ 

ティンバードテラス ㈱梶谷建設/ 

金沢森林組合/ 

アルボカンパニー㈱/ 

加賀木材㈱/ 

 

③ とっても「き」になる木 能登ヒバ 

 

 

放送日 令和 3 年 1 月 30 日（土） 

ひる 12：30～13：00  

 

放送局 HAB 北陸朝日放送 

 

 

協力/ 能登森林組合/  

ホテルこうしゅうえん/  

輪島 KABULET /  

㈱五井建築研究所/ 

㈱ムラモト/ 

能登ヒバ活性化プロジェクト/ 

清水建設㈱ 北陸支店/ 

 



 

オ．幼稚園・こども園の経営者向け普及活動 

最近特に、木造化について関心が高まっている幼稚園・こども園の運営事業者へ 

動機づけを行うことを目的に、木の良さや事業の普及活動を実施した。 

内容：「こだま〜里山ウッディー君のテーマ〜」のダンスを、３園の園児に踊ってもらい、 

その様子を石川テレビ「お天気フィラー」で放送し、他園の運営事業者、保護者、 

一般消費者へ普及活動を実施した。 
 

「石川さんこんやのニュース」20：54～21：00 内 

天気フィラー（毎週火曜日） 放送尺：35 秒間 
 

 

① 金石幼稚園  ５４名 

 

１０月６日(火)、１３日(火)、

２０日(火)、２７日(火) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② わかばこども園 ２２名 

 

１１月３日(火)、１０日(火)、 

１７日(火)、２４日(火) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 馬場幼稚園  １６名 

 

１2 月１日(火)、８日(火)、 

１５日(火)、２２日(火) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



収益事業 

 

収１ 「木材関係団体の事業受託及び管理事業」 

 

金沢港木材団地協同組合事務を受託 

 

収２ 「駐車場の賃貸管理、運営事業」 

 

金沢市玉川町、月極め駐車場の管理運営 

 

その他関係業務 

（１）情報活動事業 

会員・建築関係者・一般消費者へ、木材利用に関する様々な情報の提供や、木材

業者登録名簿を整備し、ホームページの拡充改善に努めた。 

 

(2)県産材産地証明書発行確認事務 

森林の荒廃を防止し県土の環境を護る施策の一環として、県並びに市町では県産

材（合法木材）の一層の利用推進を図り、公共建築物並びに一般住宅に係る県産

材（合法木材）証明書の発行状況を把握するため、認定団体である当協会が、そ

の実績調査を実施した。 

 

「県産材産地及び合法木材証明書」発行実績調査   年２回 
 

(3)第 55 回全国木材産業振興大会 鹿児島大会 

第５５回全国木材産業振興大会については、１１月１２日に鹿児島県において九州

支部、鹿児島県木連等の協力の下に開催することとしていたが、新型コロナウイ

ルス感染症の拡大により、人との接触機会の減少等の対策のため、開催を見送る

こととなった。 
 

（４）その他の支援及び協賛活動 

石川県木材利用推進協議会、石川県建築住宅総合センター等加入構成団体等

の活動支援及び協賛活動を実施した。 


